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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は胆管結紮ラットを用いて、胆管結紮後42日間の長期にわたり肝臓における細胞

外マトリックス代謝関連の遺伝子発現を経時的に検討したものである。その結果、胆管結

紮後42日では肝硬変に進展しており、TGF- β1、CTGFとともにCollagen-Iの遺伝子発現が増

加すること、一方、MMP-13、MMP-2の発現減少、TIMP-1の発現増加が認められることが判明

した。本論文の内容は、胆管結紮ラット肝では線維化促進系サイトカインの上昇とともに

コラーゲン合成系が増加し、これと相反して分解系が抑制され、肝線維化が効率よく進行

することを示唆するものであり、明らかに肝臓病態生理学の学術水準を高めたものと認め

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


